
山陽小野田市公立保育所再編に係る説明会の概要

平成29年1月12日～1月28日にかけて9会場で説明会を開催し、85名の方の御参加をいただきました。
説明会でいただいた主な意見及び質疑は以下のとおりです。

回 答 及 び 市 の 考 え 方
厚陽保育園の老朽化対策について

なぜ築40年以上経過した厚陽保育園を継続させるのか。今後何十年も持たないのではないか。
再編計画は、全体の位置関係や地域ごとの定員等を考えて策定したものです。厚陽保育園の老朽化が激し
いことは承知しており、必要に応じて大規模修繕等も行う必要があると考えています。修繕で対応できな
くなったときは、その時点で建て替え等の検討を行います。

定員設定について

もう少し余裕のある定員設定としてはどうか。
定員は、現時点で想定される今後15年後までの将来見込みに対応できる設定としています。建設費や維
持管理費のこともあり、必要以上に大きな施設をつくることはできません。現在予想している状況と相違
が生じた場合は、その時点で柔軟に対応していきます。

厚狭駅南部地区の浸水について

厚狭駅南部地区は、過去水害に遭っているが、今後その恐れはないか。屋上への避難ができるような建物
の構造にしてはどうか。万が一の事態は「ないだろう」ではなくて、「ある」前提で検討してほしい。

過去の水害の後、厚狭川及び桜川の河川改修や大正川排水機場の早期完成も行われており、平成22年と
同じ雨量では浸水しないよう対策が行われています。建物の配置や構造については、御意見を参考にし
て、今後検討を行っていきます。

跡地利用について

廃止する園の建物や跡地利用についてどう考えているか。 今後関係課と協議していきます。

給食について

再編後、給食はどうなるのか。 現在と同じく、自園調理による提供を行う予定としています。

保育士不足について

保育士不足の心配はないか。
再編後の保育士数は、現在とそれほど変わらないと予測しており、保育士不足は起こらないと考えていま
す。

待機児童について

待機児童はどうなるか。再編により廃止となる園に通っていた児童はどうなるのか。
再編により、現時点で想定される待機児童が解消できると考えています。再編により廃止となる園に通っ
ていた児童が、待機となることがないよう、調整したいと考えています。

地域の活性化について

廃止される園と地域の交流がなくなり、地域の衰退につながるのではないか。
それぞれの保育園と地域の交流があることは承知していますが、公立保育所の再編は、適切な保育環境の
整備のために取り組まなければならないことであり、御理解をいただきたいと考えています。

保育サービスの充実について

公立保育所の開所時間を延長してほしい。 御意見を参考にして、今後検討していきます。

０歳児の保育を充実してほしい。 御意見を参考にして、今後検討していきます。

日曜日・祝日の子どもの預け先をつくってほしい。
御意見を参考にして、今後検討していきます。現状では日曜日の保育は行っていないので、ファミリーサ
ポートセンター等を利用していただきたいと思います。

その他

駐車場を多めに確保してほしい。 今後設計を行う際に、御意見を参考にさせていただきます。

再編整備の進め方はどうなるのか。 平成29年度は厚狭駅南部地区の保育所整備に取り掛かる予定です。

卒園記念の作品はどうなるのか。 残せるものは残すなど、配慮に努めます。

制服やカバン等は、再編によりどうなるのか。 なるべく経費面の負担が生じないよう調整します。

認定こども園の整備予定はないか。 現時点で整備予定はありません。

日の出保育園の建て替え候補地は鉄道が隣接しているので、騒音対策等に配慮してほしい。 御意見を参考にして、今後設計を行っていきます。

厚狭地区への児童館の整備はどうなるのか。
現在、児童クラブの待機児童が発生しており、まずは児童クラブの拡充整備を進めているところです。一
方で、児童クラブが児童館を占領している状況もあり、児童館機能の確保という意味からも状況の改善が
必要と考えています。山陽地区への児童館の整備は、今後検討していきたいと考えています。

小野田南部には公立保育所がないのではないか。
市内には、12の民間保育所もあります。公立保育所が地域ごとに必要とは考えておらず、問題はないと
考えています。

市内の保育を考えるに当たっては、事業所内保育所も考慮する必要があるのではないか。 御意見を参考にさせていただきます。

公立保育所の耐震化計画はあるか。 公立保育所はすべて平屋建てです。耐震整備の予定はありません。

公立保育所の整備によって、私立保育所の経営を圧迫することがないように配慮が必要である。
公立保育所が民間保育所を圧迫することがあってはならないと考えています。将来の保育需要が現時点の
予想を下回った場合や、民間保育所の定員増加が実現した場合は、その都度公立保育所の定員を調整した
いと考えています。

保育室や人員配置等、安全面について十分に配慮してほしい。 御意見を参考にして、現場の保育士の意見も取り入れるなどして検討していきます。

意 見 及 び 質 問


